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１．上伊那農学校犂耕実習……………………………表紙

２．長野県の犂製造者　その二……………………２～６

３．報告事項…………………………………………７～８

大正3年頃　上伊那農学校（現 上伊那農業高校）の松山犂による犂耕実習
　明治28年5月に長野県最初の農学校として開校したのが上伊那農学校です。後に信州大学農学部に昇格する県
立農林専門学校は、上伊那農学校に併設し始まっています。
　松山原造は明治25年に開校した小県蚕業学校（現 上田東高校）や明治43年開校の上田蚕糸専門学校（現 信州
大学繊維学部）をはじめとする主要農学校で犂耕教習をし松山犂の普及を図りました。
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松
山
記
念
館
に
「
大
正
十
五
年　

改
良
農
具
ニ
関
ス
ル
調
査　

長
野

県
」
と
い
う
小
さ
な
薄
い
冊
子
が
あ

り
ま
す
。
県
の
内
務
部
農
商
課
が
改

良
犂
・
脱
穀
機
・
製
縄
機
の
普
及
状

況
を
調
査
し
た
統
計
書
で
す
。
こ
れ

に
よ
っ
て
大
正
末
期
ま
で
の
長
野
県

内
の
犂
普
及
の
よ
う
す
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
当
時
の
県
下
普
及
の

第
一
位
は
松
山
犂
で
六
、九
六
三
台
、

以
下
に
上
田
の
上
田
犂
（
一
、
三
八

五
台
）・
稲
荷
山
の
山
崎
犂
（
五
二
八

台
）に
次
い
で
安
曇
野
の
鳥
羽
犂（
五

一
二
台
）、
諏
訪
の
植
松
犂
（
四
六
〇

台
）、松
本
の
波
多
犂
（
四
三
〇
台
）、

下
高
井
郡
の
藤
澤
犂
（
二
七
〇
台
）

が
追
っ
て
い
ま
す
。

　

明
治
二
十
五
年
に
長
野
県
が
福
岡

農
法
を
導
入
し
て
抱

か
か
え
も
っ
た
て
す
き

持
立
犂
が
奨
励

さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
犂
を
使
っ

た
馬
耕
が
県
下
で
始
ま
り
ま
す
。
明

治
三
十
四
年
に
特
許
を
取
得
し
創
業

し
た
松
山
犂
を
は
じ
め
、
明
治
二
十

五
年
か
ら
大
正
十
五
年
ま
で
の
普
及

創
成
期
は
別
表
に
見
る
通
り
、
こ
の

三
十
五
年
間
に
多
数
の
製
造
者
を
生

み
出
し
ま
し
た
。

　

館
報
の
前
号
で
中
野
の
井
上
犂
、

安
曇
野
の
古

川
犂
（
鳥
羽

犂
）、
松
本

の
筑
摩
犂
の

調
査
を
し
て

報
告
し
ま
し

た
が
、
本
号

で
は
更
級
郡

稲
荷
山
町
の

山
崎
犂
と
諏
訪
郡
本
郷
村
の
植
松
犂

を
取
り
上
げ
ま
す
。

　

山
崎
犂
と
植
松
犂
の
製
作
・
販
売

が
ど
の
よ
う
に
始
ま
っ
た
の
か
、
縁

者
と
製
造
地
を
尋
ね
ま
た
記
念
館
収

蔵
資
料
か
ら
当
時
の
よ
う
す
を
読
み

解
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

稲
荷
山
の
山
崎
犂

　

山
崎
犂
は
、更
級
郡
稲
荷
山
町（
現

千
曲
市
稲
荷
山
）
の
山
崎
保や

す
へ
い平
（
明

治
十
四
年
―
昭
和
九
年
）
と
娘
婿
の

光み
つ
い伊
（
明
治
三
十
七
年
―
平
成
十
一

年
）
が
作
っ
た
犂
で
す
。

　

山
崎
保
平
の
祖
父
の
代
ま
で
は
千

曲
川
を
隔
て
た
鋳い

も
じ
や

物
師
屋
地
籍
に
住

み
、
保
平
の
父　

伊
三
郎
は
兄
官
三

郎
と
と
も
に
大
工
を
な
り
わ
い
と
し

長
野
県
の
犂
製
造
者
　
そ
の
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　  

学
芸
員
　
田
中
　
壽
子

て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
兄
の
官
三

郎
夫
妻
は
稲
荷
山
に
移
り
官
三
郎
が

若
く
し
て
没
し
た
後
に
再
婚
し
た
利

平
は
、
遺
児
の
今
朝
松
を
店
主
と
し

て
引
き
立
て
な
が
ら
提
灯
屋
を
営
み

ま
し
た
。「
明
治
十
年
頃
発
行　

稲

荷
山
有
力
商
店
名
鑑
」
に
〈
提
灯
屋

　

山
崎
今
朝
松
〉
の
掲
載
が
あ
り
ま

す
。
山
崎
提
灯
屋
の
商
い
を
始
め
る

の
と
前
後
し
て
明
治
十
二
年
に
父
伊

三
郎
は
稲
荷
山
に
移
り
、
仕
事
の
傍

ら
兄
官
三
郎
亡
き
後
を
扶
助
し
た
そ

う
で
す
（
官
三
郎
の
曾
孫　

山
崎
孝

雄
氏
か
ら
の
聞
き
取
り
）。
兄
官
三

郎
の
家
が
提
灯
屋
の
店
を
構
え
た
経

緯
も
あ
っ
て
、
子
の
山
崎
保
平
の
代

で
棒
屋
の
店
を
稲
荷
山
宿
に
開
い
た

こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

更級郡
山崎犂製作所

単 双用犂とその部位の名称

犂製造者の所在地

小県郡
松山犂製作所

諏訪郡
植松峯太郎

更級郡
山崎犂製作所
更級郡
山崎犂製作所

回
転
柄

郡
市
別
改
良
犂
調
べ

更
級
郡

　

松
山（
一
六
九
）山
崎（
一
四
八
）磯
野（
二
）

北
安
曇
郡

　

 

松
山（
九
二
四
）上
田（
三
二
二
）鳥
羽（
一
五
〇
）山
崎（
一
四
〇
）

下
高
井
郡

　

 

松
山（
八
二
一
）藤
澤（
二
七
〇
）春
山（
一
五
四
）武
田（
六
三
）

上
田（
五
九
）井
上（
三
五
）抱
持
立（
二
五
）福
岡（
二
五
）山
崎

（
一
一
）高
山（
八
）押
持（
八
）吉
田（
七
）櫻
井（
四
）ド
グ
レ
ス

ハ
ロ
ウ（
一
）秋
澤（
一
）

上
水
内
郡

　

松
山（
六
四
三
）山
崎（
一
二
八
）上
田（
六
七
）

下
水
内
郡

　

 

松
山（
七
八
五
）上
田（
一
九
二
）山
崎（
五
三
）春
山（
二
〇
）

北
佐
久
郡

　

 

松
山（
六
二
四
）上
田（
一
〇
四
）山
崎（
四
七
）八
木
澤（
四
二
）松

島（
一
六
）九
州（
九
）野
澤（
二
）吉
田（
一）依
田（
一
）不
明（
七
）

上
伊
那
郡

　

 

松
山（
一
〇
九
六
）上
田（
四
九
六
）植
松（
一
〇
）上
松（
九
）カ

ル
チ
ベ
ー
タ
―（
六
）船
底（
三
）山
崎（
一
）不
明（
一
五
七
二
）

諏
訪
郡

　

植
松（
四
五
〇
）小
池（
二
〇
〇
）松
山（
一
〇
八
）

【
関
係
郡
の
み
転
載
】

大
正
十
五
年
　
「
改
良
農
具
ニ
関
ス
ル
調
査
　
長
野
県
」
よ
り
抜
粋

改
良
犂
調　
　

大
正
十
四
年
末　
　

松
山
犂 

六
九
六
三 

春
山
犂　

一
七
四

不
明 

一
五
八
二 

吉
田
犂　

一
二
三

上
田
犂 

一
三
八
五 

堀
末
犂　

一
一
八

山
崎
犂 

五
二
八 

武
田
犂　
　

六
三

鳥
羽
犂 

五
一
二 

改
良
犂　
　

五
六

植
松
犂 

四
六
〇 

八
木
澤
犂　

五
五

波
多
犂 

四
三
〇 

野
村
犂　
　

四
五

藤
沢
犂 

二
七
〇 

井
上
犂　
　

三
五

小
池
犂 

二
〇
〇 

松
崎
犂　
　

三
四

栗
林
犂 

一
八
九 

福
岡
犂　
　

三
二

 
 

以
下
略

総
数　

一
三
、
四
七
七
台

抱持立犂（館蔵）
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棒
屋
を
は
じ
め
る

　

山
崎
犂
を
製
造
し
た
山
崎
保
平
は

〈
山
崎
棒ぼ

う
や屋
〉
と
稲
荷
山
の
人
々
に

親
し
み
を
込
め
て
呼
ば
れ
、
今
も
旧

稲
荷
山
宿
を
歩
い
て
〈
山
崎
棒
屋
〉

と
尋
ね
て
わ
か
る
人
が
い
ま
す
。
棒

屋
は
、
鍬
・
鋤
・
天
秤
棒
な
ど
に
用

い
ら
れ
る
農
具
の
柄
を
作
っ
た
職
人

を
よ
び
ま
す
。
保
平
の
父
、
伊
三
郎

の
頃
か
ら
棒
屋
を
し
て
い
た
か
明
ら

か
に
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
木
の

性
質
を
熟
知
し
た
保
平
は
農
具
の
柄

を
作
り
、
稲
荷
山
宿
で
店
を
構
え
て

各
種
の
柄
を
売
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

稲
荷
山
の
繁
盛

　

稲
荷
山
宿
は
、
善
光
寺
街
道
沿
い

の
有
力
な
宿
場
で
し
た
。
善
光
寺
へ

参
拝
す
る
人
々
は
中
山
道
追お

い
わ
け分
宿

（
軽
井
沢
町
）
か
ら
上
田
城
下
を
経

て
善
光
寺
平
の
南
端
の
丹た

ん
ば
じ
ま

波
島
宿
に

至
る
北
国
街
道
東
脇わ

き
お
う
か
ん

往
還
で
向
か
う

か
、
中
山
道
洗せ

ば馬
宿
（
塩
尻
市
）
か

ら
松
本
城
下
を
経
て
善
光
寺
平
南
端

の
丹
波
島
宿
に
至
る
北
国
街
道
西
脇

往
還
（
別
称　

善
光
寺
街
道
）
を
通

り
ま
し
た
。
稲
荷
山
宿
は
西
日
本
か

ら
の
善
光
寺
参
り
客
を
最
短
距
離
で

善
光
寺
に
導
い
た
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー

ト
に
あ
っ
て
、
善
光
寺
平
へ
の
玄
関

口
と
い
う
交
通
上
の
優
位
さ
と
五
穀

豊
穣
を
祈
願
す
る
参
詣
人
の
多
か
っ

た
八
幡
神
社
を
背
景
に
商
業
地
と
し

て
栄
え
ま
し
た
。
こ
と
に
江
戸
時
代

後
期
か
ら
明
治
に
か
け
て
商
品
経
済

が
発
達
し
て
人
の
行
き
来
が
盛
ん
に

な
っ
て
か
ら
は
生
糸
・
絹
織
物
・
木

綿
布
を
は
じ
め
楮こ

う
ぞ皮
・
瓦
・
醤
油
な

ど
の
集
散
地
と
な
り
、
明
治
・
大
正

期
に
は
北
信
第
一
の
商
都
と
呼
ば
れ

ま
し
た
。

福
岡
農
法
の
普
及

　

そ
ん
な
中
で
明
治
二
十
五
年
か
ら

福
岡
農
法
の
導
入
が
は
じ
ま
り
、
鍬

や
踏
み
鋤
を
使
っ
て
田
畑
を
耕
し
て

い
た
当
時
、
犂
と
い
う
馬
に
引
か
せ

る
耕
耘
農
具
の
使
用
が
奨
励
さ
れ
ま

し
た
。
福
岡
農
法
を
小ち

い
さ
が
た県郡
で
農
事

教
師
と
し
て
教
え
て
い
た
松
山
原
造

は
、
抱
持
立
犂
で
土
を
均
一
に
反
転

さ
せ
て
い
く
に
は
熟
練
し
た
技
量
が

必
要
だ
っ
た
の
で
、
農
事
教
師
を
し

な
が
ら
使
い
や
す
い
犂
の
試
作
を
重

ね
ま
し
た
。
明
治
三
十
三
年
秋
に
左

右
に
反
転
で
き
る
構
造
を
も
っ
た
犂

が
完
成
し
、
翌
明
治
三
十
四
年
十
二

月
三
日
に
特
許
四
九
七
五
号
を
取
得

し
ま
し
た
。
明
治
三
十
四
年
に
は
九

十
台
を
製
造
し
、
明
治
三
十
五
年
六

月
和か

の
う村
（
現　

東
御
市
和
）
に
単た
ん
ざ
ん

双そ
う
よ
う
り

用
犂
製
作
所
を
開
業
し
て
い
ま
す
。

抱
持
立
犂
か
ら
山
崎
転
換
犂
へ

　

保
平
は
ま
ず
、
抱
持
立
犂
を
改
良

し
た
犂
を
製
造
し
た
よ
う
で
す
。

「
大
正
二
年
四
月　

県
立
農
事
試
験

場
主
催
農
具
試
験
概
況
」
（
『
長
野

県
史　

近
代
資
料
編
第
五
巻

（
二
）
』
）
に
よ
れ
ば
大
正
元
年
十

月
に
十
二
種
の
犂
実
地
試
験
が
行
わ

れ
、
松
山
犂
を
は
じ
め
長
野
県
内
犂

は
植
松
犂
・
波
多
腰
犂
・
古
川
犂
・

山
崎
犂
の
比
較
試
験
が
さ
れ
て
い
ま

す
。
山
崎
犂
は
、
価
格
が
三
円
五
十

銭
。
評
価
欄
に
「
持
立
犂
ニ
改
良
ヲ

施
セ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
稍
可
ナ
ル
モ
土

塊
ノ
反
転
ニ
不
足
ス
」
と
あ
り
、
抱

持
立
犂
と
近
似
し
た
犂
を
製
造
し
て

い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

前
出
の
山
崎
孝
雄
氏
に
よ
れ
ば
、

昭
和
八
年
に
創
業
三
十
周
年
を
記
念

し
た
祝
賀
会
の
案
内
通
知
が
残
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
明
治
三
十

二
年
頃
に
棒
屋
と
し
て
開
業
し
た
こ

と
が
推
し
量
れ
ま
す
。
ま
た
『
昭
和

七
年　

大
日
本
商
工
録
』
（
松
山
記

念
館
所
蔵
）
に
は
、
更
級
郡
稲
荷
山

町
の
山
崎
犂
製
作
所
が
掲
載
さ
れ
て

い
て
「
創
業　

明
治
四
十
年
」
と
の

記
載
が
あ
り
、
山
崎
犂
・
牛
耕
・
除

草
機
・
稲
扱
機
を
製
作
し
て
い
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
く
わ
え
て
『
昭

和
四
年　

全
国
各
府
県
農
蚕
具
店

名　

実
用
大
便
覧
』
（
松
山
記
念
館

所
蔵
）
に
は
、
長
野
県
の
部
に
「
更

級
郡
稲
荷
山
町　

山
崎
轉
換
犂
製

作
所
」
と
の
記
載
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
明
治
三
十
二

年
頃
か
ら
棒
屋
と
し
て
農
具
の
製
造

販
売
を
は
じ
め
、
明
治
四
十
年
か
ら

犂
の
製
作
を
始
め
て
昭
和
四
年
ご
ろ

に
は
〈
山
崎
轉
換
犂
製
作
所
〉
を
名

乗
り
、
昭
和
七
年
に
は
〈
山
崎
犂
製

作
所
〉
と
改
め
て
商
売
を
し
て
い
た

こ
と
が
推
し
量
れ
ま
す
。

　

山
崎
保
平
の
孫
に
あ
た
る
雄
一
郎

氏
（
元
山
崎
工
業
株
式
会
社
社
長
）

は
、
所
蔵
写
真
の
中
か
ら
山
崎
犂
に

か
か
わ
る
写
真
を
探
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
犂
の
写
真
は
二
点
あ
り
、

一
つ
に
は
「
改
良
松
山
犂　

山
崎
犂

製
作
所
」
と
写
真
台
紙
に
添
え
書
き

が
あ
り
ま
す
。
別
の
一
つ
は
添
え
書

き
が
な
い
で
す
が
、
大
正
三
年
に
実

用
新
案
を
取
得
し
た「
山
崎
転
換
犂
」

で
す
。
抱
持
立
犂
か
ら
近
代
犂
に
移

行
し
て
改
良
松
山
犂
を
作
り
は
じ

め
、
そ
の
後
に
独
自
の
反
転
装
置
を

も
っ
た
山
崎
転
換
犂
の
製
造
に
切
り

替
え
て
い
っ
た
と
想
像
し
ま
す
。

　

い
っ
ぽ
う
、
松
山
記
念
館
に
収
蔵

す
る
山
崎
犂
は
、
そ
れ
ら
と
形
態
が

異
な
り
ま
す
。
犂
床
は
抱
持
立
犂
の

そ
れ
と
同
じ
形
状
を
し
て
、
松
山
犂

と
同
じ
反
転
装
置
を
使
っ
て
い
ま
す
。

特
徴
的
な
の
は
犂
へ
ら
の
上
端
に
犂

箭
を
通
す
長
円
の
穴
を
も
っ
た
板
金

を
付
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
犂
へ
ら
の

反
転
を
安
定
さ
せ
る
機
能
で
す
。
ま

た
回
転
柄
は
下
端
に
捩
じ
り
を
か
け

た
板
金
で
強
度
を
保
持
し
、
更
に
左

右
に
切
り
替
え
た
時
に
は
手
元
の
板

金
の
バ
ネ
機
能
で
任
意
の
位
置
に
回

転
柄
が
止
め
ら
れ
る
工
夫
が
し
て
あ

り
ま
す
。

　

現
存
す
る
山
崎
犂
は
今
の
と
こ

山崎保平
（山崎雄一郎氏　所蔵）

「山崎轉換犂」
（山崎雄一郎氏　所蔵）

昭和９年山崎犂製作所店頭
（山崎雄一郎氏　所蔵）
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山
崎
犂
の
勢
い

　

大
正
十
四
年
の
裏
書
の
あ
る
山
崎

犂
工
場
機
械
部
の
写
真
に
は
、
山
崎

転
換
犂
が
一
緒
に
写
っ
て
い
ま
す
。

工
作
機
械
を
新
調
し
た
記
念
に
撮
影

し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
裏
書
に

書
か
れ
た
設
備
か
ら
、
山
崎
犂
工
場

に
は
木
工
用
と
し
て
角
鑿の

み・
手
押
鉋
・

ホ
ゾ
取
り
・
溝
切
り
・
帯
鋸
・
丸
鋸
・

帯
鋸
接
合
機
・
自
動
鉋
機
・
丸
棒
削

機
、
鉄
工
用
と
し
て
旋
盤
・
パ
ワ
ー

プ
レ
ス
・
鳥
居
プ
レ
ス
・
グ
ラ
イ
ン

ダ
ー
・
大
形
ボ
ー
ル
盤
・
送
風
機
・

ボ
ー
ル
盤
・
原
動
力
モ
ー
タ
ー
五
馬

力
・
鉄
切
機
械
を
備
え
て
大
規
模
に

製
造
を
始
め
た
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

県
下
に
山
崎
犂
が
五
二
八
台
も
普
及

し
た
大
正
十
四
年
、
山
崎
犂
の
成
長

期
だ
っ
た
こ
と
が
写
真
か
ら
う
か
が

え
ま
す
。

　

「
山
崎
転
換
犂
」
を
製
造
し
て
大

躍
進
し
て
い
た
こ
の
時
、
保
平
は
四

十
四
歳
で
し
た
。

犂
か
ら
床
材
へ
転
向

　

保
平
の
一
人
娘　

な
お
の
婿
と

な
っ
た
の
が
光み

つ
い伊
で
す
。
埴
科
郡
戸

倉
町
（
現　

千
曲
市
戸
倉
）
に
生
ま

れ
た
光
伊
は
、
伯
父
で
塩
田
町
（
現

　

上
田
市
塩
田
）
に
住
む
甲
田
熊
次

郎
に
師
事
し
建
築
業
に
従
事
し
ま
し

た
。
上
山
田（
現　

千
曲
市
上
山
田
）

で
写
真
館
や
旅
館
を
手
掛
け
て
い
た

技
量
を
山
崎
保
平
に
見
込
ま
れ
て
、

昭
和
五
年
に
山
崎
家
へ
婿
入
り
し
ま

し
た
。
繁
盛
し
て
い
た
山
崎
犂
の
製

造
を
手
伝
っ
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和

七
年
に
光
伊
は
床
材
を
加
工
販
売
す

る
山
崎
木
工
所
を
設
立
し
ま
し
た
。

ろ
、
記
念
館
に
収
蔵
す
る
こ
の
一
点

の
み
で
す
。
記
念
館
に
持
ち
込
ま
れ

た
際
に
、
「
山
崎
犂
」
の
白
墨
書
き

が
な
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
昭
和
十
五

年
廃
業
ま
で
の
ど
の
時
期
に
製
造
さ

れ
た
も
の
か
、
は
た
し
て
本
当
に
山

崎
犂
な
の
か
今
の
と
こ
ろ
確
証
は
あ

り
ま
せ
ん
。
類
例
を
待
ち
た
い
と
こ

ろ
で
す
。

松
山
犂
の
販
売
者　

米
屋
幸
吉
と
田
中
商
店

　

更
級
郡
へ
の
松
山
犂
の
普
及
は
、

明
治
三
十
四
年
十
月
か
ら
始
ま
っ
て

い
ま
す
。「
自　

明
治
三
十
四
年
一
月

　

日
計
簿
」
「
明
治
三
十
五
年
度
売

揚
帳
」
（
松
山
記
念
館
所
蔵
）
に
よ

る
と
、
宿
場
町
稲
荷
山
の
米
屋
幸
吉

（
山
本
幸
吉
）
へ
明
治
三
十
四
年
十

月
三
日
に
特
製
犂
代
と
し
て
四
円
五

十
銭
で
売
っ
た
の
に
始
ま
り
ま
す
。

松
山
犂
は
明
治
四
十
年
ま
で
製
品
番

号
が
付
け
ら
れ
「
単た

ん
ざ
ん

双そ
う
よ
う
り

用
犂
販
売

先
一
覧
」
に
納
付
先
が

記
録
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

最
初
に
米
屋
幸
吉
に
納

め
た
の
は
製
造
番
号
三
十

九
号
の
犂
で
し
た
。
米
屋

幸
吉
へ
は
明
治
三
十
六
年

七
月
ま
で
四
台
納
め
て
い

ま
す
。

　

通
り
に
並
ぶ
□
田
中

商
店
（
田
中
敬
三
郎
）
と

は
明
治
三
十
六
年
四
月
か
ら
取
引
が

始
ま
っ
て
、
明
治
三
十
八
年
五
月
に

は
特
約
販
売
店
の
契
約
を
交
わ
し
明

治
四
十
年
ま
で
に
三
十
五
台
納
め
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
松
山
犂
売
上

帳
を
追
っ
て
み
る
と
、
米
屋
幸
吉
か

ら
田
中
商
店
に
取
引
先
の
比
重
が

移
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

田
中
商
店
は
明
治
十
九
年
に
田
中
敬

三
郎
が
創
業
し
当
時
は
金
物
商
で
、

現
在
は
拠
点
を
東
京
に
移
し
ガ
レ
ー

ジ
・
倉
庫
の
専
門
メ
ー
カ
ー
の
カ
ク

イ
チ
と
し
て
続
い
て
い
ま
す
。

山
崎
保
平
の
犂
製
造
と

松
山
原
造
の
訴
訟

　

明
治
三
十
四
年
か
ら
稲
荷
山
で
の

松
山
犂
の
販
売
が
は
じ
ま
っ
て
、
同

じ
稲
荷
山
で
農
具
を
製
作
し
て
い
た

山
崎
保
平
の
目
に
も
留
ま
っ
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
ず
、
「
改
良
松
山
犂
」
を
製
造

し
た
よ
う
で
、
大
正
二
年
七
月
の
日

付
の
あ
る
写
真
に
は
松
山
犂
を
模
倣

し
た
犂
が
写
っ
て
い
ま
す
。
前
述
の

「
大
正
二
年
四
月　

県
立
農
事
試
験

場
主
催
農
具
試
験
概
況
」
報
告
書
と

合
わ
せ
て
推
察
す
る
と
、
「
抱
持
立

犂
を
改
良
し
た
犂
」
と
と
も
に
「
改

良
松
山
犂
」
も
当
時
製
作
し
た
よ
う

で
す
。

　

そ
の
後
「
山
崎
転
換
犂
」
を
製
造

し
、
販
路
を
拡
大
し
ま
し
た
。
こ
の

犂
は
山
崎
保
平
が
大
正
三
年
四
月
に

実
用
新
案
第
三
一
二
二
八
号
を
取
得

し
た
も
の
で
、
実
用
新
案
の
図
面
は

松
山
原
造
が
明
治
四
十
二
年
四
月
に

追
加
特
許
と
し
て
第
一
六
一
四
八
号

を
取
得
し
た
も
の
の
権
利
範
囲
内
で

あ
る
と
訴
訟
し
た
と
き
の
書
類
に
綴

ら
れ
て
い
た
も
の
で
す
。
原
造
は
大

正
四
年
か
ら
大
正
五
年
に
特
許
権
利

確
認
審
判
を
提
起
し
て
い
ま
す
が
最

終
的
に
、
山
崎
犂
は
独
自
の
回
転
装

置
で
あ
る
と
い
う
判
決
が
で
て
い
ま

す
。

大正14年　山崎犂製作所機械部　
（山崎雄一郎氏　所蔵）

山崎犂製作所「改良松山犂」
　（山崎雄一郎氏　所蔵）

山崎犂　広告チラシ（館蔵）

山崎犂　実用新案
31228号図面
（館蔵）

山崎犂　実用新案22766号図面
（館蔵）

山崎犂（館蔵）

一
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で
、
明
治
四
十
四
年
の
全
国
農
具
展

以
降
に
小
車
輪
の
な
い
も
の
に
改
良

さ
れ
製
造
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

　

松
山
原
造
が
発
明
し
た
双
用
の
装

置
を
持
っ
た
「
単

双
用
犂
」
は
、

明
治
三
十
四
年
十
二
月
三
日
に
特
許

を
取
得
し
て
十
五
年
の
特
許
期
間
を

終
え
る
大
正
五
年
に
五
年
の
特
許
延

長
を
許
可
さ
れ
て
い
ま
す
。
双
用
の

装
置
を
持
っ
た
犂
は
二
十
年
間
、
松

山
犂
が
独
占
し
製
造
し
て
き
ま
し
た
。

　

松
山
記
念
館
に
は
、
明
治
四
十
年

か
ら
大
正
四
年
に
認
可
さ
れ
た
他
社

畜
力
犂
特
許
・
新
案
特
許
図
面
が
二

十
件
分
、
写
し
書
き
し
て
残
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
殆
ど
が
犂
に
双
用
の

装
置
を
取
り
付
け
、
特
許
や
実
用
新

案
を
取
得
し
た
製
造
者
の
も
の
で

す
。
特
許
権
権
利
侵
害
を
訴
訟
す
る

た
め
の
資
料
と
し
て
松
山
原
造
の
顧

問
特
許
弁
理
士
だ
っ
た
乙
部
俊
次

（
東
京
市
京
橋
区
木
挽
町
）
が
調
査

し
た
も
の

と
思
わ
れ

ま
す
。
こ

の
中
に
明

治
四
十
年

四
月
二
十

二
日
に
出

願
し
明
治

四
十
年
九

月
二
十
八

日
取
得
し

　

昭
和
九
年
七
月
に
保
平
が
他
界

し
、
光
伊
は
山
崎
犂
製
作
所
を
継
承

し
て
木
工
所
と
兼
営
し
ま
し
た
。
昭

和
九
年
十
二
月
の
武た

け
み
ず
わ
け

水
別
神
社
（
通

称　

八
幡
さ
ま
）
の
大だ

い
と
う
さ
い

頭
祭
に
山
崎

光
伊
が
施
主
と
な
り
練
り
物
を
奉
納

し
た
時
の
記
念
写
真
を
み
る
と
、
山

崎
犂
製
作
所
が
大
き
な
構
え
を
持
ち

繁
盛
し
て
い
た
よ
う
す
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

山
崎
木
工
所
が
時
流
に
乗
り
活
況

と
な
っ
た
の
で
、
光
伊
は
犂
製
造
か

ら
昭
和
十
五
年
頃
に
は
撤
退
し
た
と

い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
後
、
木
工
所

は
昭
和
二
十
一
年
に
山
崎
工
業
株
式

会
社
と
社
名
を
改
め
ま
し
た
。
戦
後

の
建
築
様
式
の
変
化
に
伴
っ
て
フ

ロ
ー
リ
ン
グ
の
全
盛
期
と
な
り
、
床

に
デ
ザ
イ
ン
性
の
あ
る
寄
木
張
り
を

す
る
モ
ザ
イ
ク
パ
ー
ケ
ッ
ト
生
産
に

お
い
て
国
内
ト
ッ
プ
の
フ
ロ
ー
リ
ン
グ

製
造
会
社
に
成
長
し
て
い
き
ま
し
た
。

本
郷
村
の
植
松
犂

　

植
松
犂
は
諏
訪
郡
本
郷
村
（
現　

富
士
見
町
立た

つ
ざ
わ沢
）の
植
松
峯み
ね

太た
ろ
う郎（
明

治
四
年
―
昭
和
二
十
四
年
）
が
作
っ

た
犂
で
す
。

　

明
治
四
十
四
年
五
月
に
帝
国
農
会

は
、
農
具
改
良
を
啓
発
す
る
た
め
日

本
中
か
ら
改
良
農
具
を
集
め
た
全
国

農
具
展
を
特
許
局
陳
列
所
で
行
い
ま

し
た
。
千
三
百
点
が
出
品
さ
れ
、
そ

の
中
の
主
要
な
農
具
を
解
説
し
ま
と

め
た
も
の
が『
日
本
農
具
図
説
』と『
日

本
農
具
図
説　

図
譜
』
（
大
正
二
年

発
行　

館
蔵
）
で
す
。
こ
の
図
説
に

取
り
上
げ
ら
れ
た
犂
類
の
う
ち
和
犂

は
松
山
犂
を
含
む
四
十
六
台
で
、
長

野
県
内
で
は
松
山
原
造
の
「
単

双

用
犂
」
・
古
川
榮
一
郎
（
南
安
曇
郡

豊
科
村
）
の
「
古
川
式
改
良
犂
」
・

小
澤
富
平
（
南
安
曇
郡
烏
川
村
）
の

「
水
陸
両
用
犂
」・波
多
腰
琢
次
（
東

筑
摩
郡
波
多
村
）
の
「
便
耕
犂
」
と

と
も
に
植
松
峯
太
郎
の
「
稲
田
自
在

犂
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

図
譜
の
構
造
解
説
に
よ
る
と
、
峯

太
郎
の
反
転
装
置
は
犂
床
の
後
端
上

に
板
金
を
付
け
て
、
こ
の
板
金
に
は

長
い
鉄
棒
の
下
端
を
曲
げ
て
取
り
付

け
た
の
を
犂
身
に
沿
わ
せ
て
い
ま
す
。

こ
の
鉄
棒
は
轅
を
貫
い
て
、
更
に
そ

の
端
を
曲
げ
て
把
手
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
把
手
を
左
右
に
動
か
し
て
犂
床

を
傾
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
犂
先
と

犂
へ
ら
が
接
合
部
で
屈
折
し
な
が
ら

土
を
反
転
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
す
。

植
松
犂
を
探
す

　

『
日
本
農
具
図
説　

図
譜
』
の
植

松
犂
写
真
を
頼
り
に
富
士
見
町
で
探

し
て
み
る
と
、
富
士
見
町
歴
史
民
俗

資
料
館
に
植
松
犂
が
三
点
収
蔵
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
一
点
に
は
「
信
州
国

諏
訪
郡
本
郷
村　

植
松
峯
太
郎
製

作
」「
植
松
両
用
自
在
犂
」「
連
合
共

進
会
三
等
賞
」
と
犂
身
部
分
に
焼
印

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
含
む
二
点
は

独
自
の
回
転
装
置
が
あ
り
、
一
方
は

植
松
犂
を
示
す
焼
印
は
あ
り
ま
せ

ん
。
別
の
一
点
は
、
松
山
原
造
が
特

許
を
と
っ
た
双
用
装
置
を
使
用
し
て

い
る
こ
と
か
ら
松
山
犂
の
特
許
の
切

れ
た
大
正
十
年
十
二
月
以
降
に
製
作

さ
れ
た
も
の
と
類
推
し
ま
す
。
全
国

農
具
展
に
出
品
し
た「
稲
田
自
在
犂
」

に
は
耕
深
を

調
節
す
る
た

め
に
考
え
ら

れ
た
小
車
輪

を
付
け
て
い

ま
す
が
、
富

士
見
町
に
現

存
す
る
植
松

犂
は
小
車
輪

が
な
い
も
の

ば
か
り
な
の

た
植
松
峯
太
郎
の
特
許
第
一
二
八
八

五
号
の
図
面
が
あ
り
ま
し
た
。
峯
太

郎
は
独
創
の
回
転
装
置
を
考
案
し
て

特
許
を
取
得
し
た
よ
う
で
す
。

峯
太
郎
の
犂
製
造

　

植
松
峯
太
郎
の
家
は
代
々
「
角
左

エ
門
」
を
名
乗
り
、
村
で
の
屋
号
と

し
て
い
ま
し
た
。
峯
太
郎
の
孫　

峯

夫
氏
に
よ
る
と
、家
は
「
か
ざ
り
や
」

と
も
地
域
の
人
々
に
呼
ば
れ
て
い
た

そ
う
で
す
。
峯
太
郎
は
屋
号
「
角
左

エ
門
」
の
植
松
類
作
の
長
男
と
し
て

生
ま
れ
ま
し
た
。
小
学
校
を
出
て
し

ば
ら
く
し
て
大
阪
か
東
京
に
出
て
飾

り
職
人
の
修
業
を
し
、
村
に
戻
っ
て

か
ら
は
「
か
ざ
り
や
」
が
通
り
名
に

な
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
犂
製
造
が

繁
盛
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、人
を
雇
っ

て
犂
作
り
を
し
た
時
も
あ
っ
た
よ
う

で
す
。
独
自
の
回
転
装
置
を
考
案
し

特
許
を
取
得
し
た
明
治
四
十
年
は
、

峯
太
郎
が
三
十
六
歳
の
時
で
す
。

　

峯
太
郎
の
隣
家
で
育
っ
た
小
池
陽

郎
氏（
昭
和
二
年
生
ま
れ
）に
よ
る
と
、

峯
太
郎
は
自
分
で
山
か
ら
エ
ン
ジ
ュ

の
木
を
伐
採
し
て
き
て
部
材
を
拵
え

て
、
作
業
場
に
は
鞴ふ

い
ごも
あ
っ
て
犂
先

を
こ
し
ら
え
犂
や
代し

ろ
ぐ
る
ま車を
作
っ
て
い

た
そ
う
で
す
。
家
は
田
畑
作
や
養
蚕

を
し
て
い
ま
し
た
が
、
農
業
は
峯
太

郎
の
母
と
妻
と
娘
の
三
人
で
こ
な
し

て
峯
太
郎
は
犂
・
代
車
作
り
に
専
念

「植松両用自在犂」
（富士見町歴史民俗資料館　所蔵）

植松犂　特許12885号　図面（館蔵）

明治44年帝国農会全国農具展覧会出品の
「稲田自在犂」『日本農具図説　図譜』より
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し
て
い
た
そ
う
で
す
。
無
口
で
一
意

専
心
な
仕
事
ぶ
り
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

孫
の
峯
夫
氏
（
昭
和
十
三
年
生
ま

れ
）
は
晩
年
の
よ
う
す
を
記
憶
し
て

い
ま
す
。
峯
夫
氏
が
小
学
生
だ
っ
た

昭
和
二
十
二
〜
三
年
ご
ろ
、
高
齢
に

な
り
犂
は
作
ら
な
く
な
っ
て
、
犂
や

代
車
の
修
理
を
鞴
の
火
を
起
こ
し
な

が
ら
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

植
松
峯
太
郎
は
昭
和
七
年
三
月
〜

十
一
年
二
月
ま
で
本
郷
村
の
村
長
を

務
め
て
い
ま
す
。
六
十
一
歳
か
ら
六

十
五
歳
頃
ま
で
村
の
要
職
を
務
め
た

後
、
七
十
八
歳
で
亡
く
な
る
晩
年
ま

で
自
身
の
製
作
し
た
犂
の
修
繕
を
責

任
も
っ
て
や
り
通
し
て
い
る
こ
と
は
、

一
筋
に
農
具
造
り
を
し
て
き
た
姿
と

重
な
り
ま
す
。

松
山
犂
は
諏
訪
郡
で
の

犂
講
習
会
か
ら
普
及

　

諏
訪
郡
へ
の
松
山
犂
の
普
及
は
明

治
三
十
六
年
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

「
明
治
三
十
五
年
度
売
揚
帳
」
に
よ

る
と
明
治
三
十
六
年
四
月
二
十
七
日

に
原
村
柳
沢
の
清
水
住
作
・
清
水
金

良
・
牛
山
亘
と
中
新
田
の
菊
地
寛
司

に
、富
士
見
村
御
射
山
の
細
川
孝
重
、

本
郷
村
乙お

っ
こ
と事
の
五
味
植
三
郎
へ
発
送

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
明
治
三
十
六
年
四
月
十
六

日
か
ら
四
月
二
十
七
日
ま
で
松
山
原

造
が
諏
訪
郡
長
の
山
中
助
蔵
に
招
聘

さ
れ
て
諏
訪
郡
下
で
馬
耕
講
習
会
を

行
っ
た
こ
と
に
端
を
発
し
て
い
ま
す
。

山
中
助
蔵
は
原
造
が
小ち

い
さ
が
た県郡
の
後
、

埴は
に
し
な科
郡
で
農
事
教
師
を
し
て
い
た
時

に
埴
科
郡
長
職
に
あ
っ
て
、
双
用
犂

を
完
成
し
た
時
に
実
演
を
見
に
駆
け

付
け
て
く
れ
て
「
大
賛
成
ヲ
得
」
た

と
原
造
は
日
記
に
喜
び
を
記
し
て
い

ま
す
。こ
の
山
中
助
蔵
の
推
奨
も
あ
っ

て
諏
訪
郡
で
犂
耕
の
講
義
と
実
演
を

し
ま
し
た
。

　

「
原
造
日
記　

明
治
三
十
六
年
」

を
み
る
と
、
本
郷
村
で
は
四
月
二
十

四
日
に
立た

ち
ざ
わ沢
区
で
翌
二
十
五
日
に
乙

事
区
で
講
習
を
し
て
い
て
、
原
造
は

二
十
五
日
朝
に
和
村
の
単

双
用
犂

製
作
所
に
犂
注
文
状
を
発
送
し
て
い

ま
す
。
売
揚
帳
に
よ
れ
ば
、
二
十
七

日
に
本
郷
村
・
原
村
・
富
士
見
村
に

向
け
て
犂
五
台
を
出
荷
し
て
い
ま

す
。
驚
く
ほ
ど
迅
速
に
、
諏
訪
郡
で

の
注
文
に
応
え
て
い
る
こ
と
も
日
記

と
帳
簿
を
照
ら
し
合
わ
せ
る
こ
と
に

よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

植
松
犂
の
使
い
や
す
さ

　

前
掲
の
「
大
正
二
年
四
月　

県
立

農
事
試
験
場
主
催
農
具
試
験
概
況
」

に
あ
る
犂
の
価
格
欄
を
み
る
と
、
松

山
犂
は
五
円
五
十
銭
・
植
松
犂
も
五

円
五
十
銭
、
波
多
腰
犂
は
三
円
七
十

五
銭
、
古
川
犂
は
三
円
五
十
銭
・
山

崎
犂
も
三
円
五
十
銭
と
あ
り
ま
す
。

植
松
犂
は
松
山
犂
と
同
額
で
他
よ
り

高
い
値
段
で
売
っ
て
い
ま
す
。
試
験

評
価
は
、
十
二
点
（
県
外
七
点
・
県

内
五
点
）
の
試
験
犂
の
う
ち
松
山
原

造
の
「
単

双
用
犂
」
と
松
山
乙
松

の
「
自
由
回
転
犂
」
（
石
川
県
）
に

次
い
で
高
く
「
そ
の
形
は
松
山
犂
と

大
同
小
異
だ
が
、
耕
度
や
や
浅
く
土

塊
の
反
転
も
劣
る
」
と
評
さ
れ
つ
つ

も
、
松
山
犂
・
乙
松
犂
・
植
松
犂
の

三
点
が
耕
耘
に
適
す
る
犂
と
し
て
推

奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

植
松

犂
は
、

富
士
見

町
歴
史

民
俗
資

料
館
所

蔵
の
犂

の
焼
印

に
み
る
よ
う
に
共
進
会
に
出
品
し

て
、
真
価
を
認
め
て
も
ら
う
積
極
的

な
取
り
組
み
も
し
て
い
ま
す
。
農
具

の
品
評
会
で
あ
る
共
進
会
へ
の
出
品

で
評
価
を
得
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
販

路
を
拡
大
し
よ
う
と
努
め
て
い
た
こ

と
を
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

大
正
十
四
年
末
ま
で
に
諏
訪
郡
を

中
心
に
四
百
六
十
台
を
ほ
ぼ
ひ
と
り

で
製
造
販
売
し
て
い
た
峯
太
郎
の
犂

作
り
の
よ
う
す
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

お
わ
り
に

　

山
崎
保
平
と
植
松
峯
太
郎
の
犂
製

造
の
経
緯
を
調
べ
て
み
る
と
、
両
者

と
も
松
山
原
造
の
単

双
用
犂
の
同

地
へ
の
販
売
か
ら
犂
の
製
造
が
始

ま
っ
た
こ
と
を
判
知
し
ま
し
た
。
い

ち
早
く
双
用
の
装
置
に
つ
い
て
特
許

を
取
得
し
て
い
た
原
造
は
、
山
崎
保

平
や
植
松
峯
太
郎
の
作
る
双
用
犂
の

販
売
拡
大
に
苦
慮
し
て
い
た
こ
と
が

弁
理
士
の
作
成
し
た
資
料
か
ら
う
か

が
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
特
許

期
限
の
切
れ
た
大
正
十
年
以
降
、
県

下
の
犂
製
造
者
の
躍
進
を
注
視
し
て

い
た
原
造
の
姿
を
改
め
て
思
い
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

本
稿
を
ま
と
め
る
に
あ
た
り
、
た
く
さ

ん
の
方
か
ら
情
報
資
料
を
い
た
だ
き
、
殊

に
千
曲
市　

四
方
山
歴
史
会
の
泉
光
男

氏
、
富
士
見
町
立
沢
の
文
化
財
保
護
委
員

の
窪
田
和
昭
氏
に
は
調
査
に
つ
い
て
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
記
し
て
深
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

参
考
文
献

「
明
治
三
十
六
年　

職
員
録
」

明
治
三
十
六
年　

印
刷
局

「
官
報　

第
七
八
号
」
大
正
元
年　

大
蔵
省
印
刷
局

『
日
本
農
具
図
説
』『
同　

図
譜
』

大
正
二
年　

帝
国
農
会

『
全
国
各
府
県
農
蚕
具
店
名　

実
用
大
便

覧
』
昭
和
四
年

『
大
日
本
商
工
録
』
昭
和
七
年　

大
日
本
商
工
会
編

『
更
科
埴
科
地
方
誌　

第
四
巻
』

昭
和
四
十
二
年

『
更
埴
市
史　

第
三
巻
』
平
成
三
年

『
稲
荷
山
四
百
年
の
歩
み
』
昭
和
四
十
九
年

『
長
野
県
人
事
録
第
十
七
版
』

昭
和
五
十
二
年　

富
士
探
偵
社

『
富
士
見
町
誌　

下
巻
』
平
成
十
七
年

『
原
村
誌　

下
巻
』
平
成
五
年

『
立
沢
村
の
歴
史
』
昭
和
三
十
三
年

植松犂の回転装置（富士見町
歴史民俗資料館　所蔵）

植松犂の犂底
（富士見町歴史民俗資料館　所蔵）

植松式双用犂（富士見町歴史
民俗資料館　所蔵）

明治38年
諏訪郡本郷村での松山犂講習会

（館蔵）
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平成28年 記念館日誌

（写真１）はたらく馬フェス　第３回全国馬耕大会にて
八王子市高尾の森（５月１日）

（写真３） はたらく馬協会々員への西尾和実評議員によ
る犂耕実技講習（５月２日）

（写真４）真田宝物館での視察研修
（７月８日）

（写真５） 上伊那農業高校　　　
図書贈呈式（７月25日）

（写真２）松山犂の優勝旗を寄贈

月日 曜日 内 容 ・ 実 施 事 項

1/15 金 丸子修学館高校、授業に来館

1/23 土 平成27年度、会計及び業務監査

1/25 月 図書受贈「農哲・林遠里の生涯」
長和町学者村の本山一城様より

2/5 金 第９回理事会

2/18・19 木・金 平成27年度博物館等関係職員研修会（千曲市 長野県立歴史館)

2/25 木 第６回評議員会

2/26 金 一般財団法人三吉米熊顕彰会設立記念
講演会（実行委員）

3/29 火 図書受贈「常民へのまなざし」
金沢市の尾島志保様より

3/29 火 資料受贈「農業機械開発史総合1～3」
長野市の勝野和人様より

4/1 金 松山㈱新入社員研修来館

4/7 木 全国公益法人協会主催「公益社団法人・公益財
団法人のための定期提出書類作成講座」受講

5/1 日 はたらく馬フェス、第３回全国馬耕
大会参加（写真１）（写真２）

5/2 月 はたらく馬フェス、馬耕講習会実演
指導（写真３）

月日 曜日 内 容 ・ 実 施 事 項

6/22 水 図書受贈「林遠里と福岡農法」
長和町学者村の本山一城様より

6/30 木 長野県教育委員会宛「青少年を対象と
した取組等に関する実績報告」提出

7/2 土 米熊・慎蔵・龍馬会
平成28年度総会出席

7/2 土 図書受贈「米熊・慎蔵・龍馬会  15年
のあゆみ」

7/5 火 上田第四中学校生徒、就業体験学習
来館

7/8 金 長野県立歴史館及び、真田宝物館視察
研修会（松山記念館役員参加）（写真４）

7/25 月 上伊那農業高校へ図書等寄贈
（贈呈式出席）（写真５）

8/23 火 井関農機㈱新入社員研修来館

8/26 金 更級農業高校へ図書等寄贈

9/5 月 南安曇農業高校へ図書等寄贈

9/7 水 塩川小学校へ研究授業用機械、資料の
貸出

10/13 木 館報「まつやま」発行

10/14 金 第25回文化講演会
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平
成
二
十
七
年
十
月
九
日
㈮
松
山

記
念
館
主
催
、
上
田
市
・
上
田
市
教

育
委
員
会
後
援
で
、
松
山
㈱
三
階
ホ
ー

ル
に
て
、
第
二
十
四
回
文
化
講
演
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
、
農
業
生
産
法
人　

株
式

会
社
信
州
せ
い
し
ゅ
ん
村　

む
ら
お
さ

　

小
林
一
郎
氏
を
お
願
い
し
、
演
題

『
農
村
活
性
化
の
極
意
』
―
目
指
し

た
こ
と
・
や
っ
た
こ
と
・
知
っ
た
こ
と

―
を
テ
ー
マ
と
し
て
講
演
さ
れ
た
。

（
聴
講
者
一
四
一
人
）

　

講
演
会
に

先
立
ち
、
主

催
者
を
代
表

し
て
林
清
弘

理
事
が
挨
拶

に
立
ち
、
今

講
演
会
の
ご

後
援
を
い
た

だ
い
た
上
田

市
、
上
田
市
教
育
員
会
と
ご
多
忙
の

な
か
本
日
の
講
演
を
お
引
き
受
け
頂

い
た
講
師
に
お
礼
を
述
べ
る
と
共
に
今

年
の
二
月
二
十
七
日
に
行
わ
れ
た
評
議

員
会
に
て
、
理
事
長
の
松
山
信
久
氏

が
退
任
し
新
理
事
長
に
松
山
武
氏
が

就
任
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
小

林
先
生
が
立
ち
上
げ
ら
れ
た
農
業
生

産
法
人
信
州
せ
い
し
ゅ
ん
村
は
、
ベ
ン

チ
ャ
ー
事
業
と
し
て
も
高
く
評
価
さ

れ
て
い
ま
す
。
本
日
は
私
た
ち
に
力
を

与
え
て
く
れ
る
ご
講
演
を
い
た
だ
け
る

も
の
と
期
待
を
も
っ
て
お
り
ま
す
。
と

挨
拶
を
し
た
。

　

続
い
て
後
援
者
を
代
表
し
て
上
田

市
丸
子
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
産
業
観

光
課
の
横
井
久
一
課
長
が
「
今
回
の

講
演
で
は
総
合
的
な
農
業
振
興
策
に

関
す
る
先
進
的
な
取
り
組
み
の
事
例

を
聞
け
る
も
の
と
楽
し
み
に
し
て
い
る

と
」
と
挨
拶
。

　

続
い
て
講
師
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
が
紹

介
さ
れ
、
講
演
に
入
っ
た
。

　

講
師
は
、
ま
ず
冒
頭
に
「
地
元
で

は
な
か
な
か
知
っ
て
い
る
方
が
少
な
い

の
で
す
が
、
私
た
ち
の
取
り
組
み
が
先

進
的
な
取
り
組
み
だ
と
い
う
こ
と
で
、

い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
賞
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。「
日
本
農
業
賞
」を
受
賞
。

そ
の
前
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
さ
ん
が
紹
介
し
て
く

れ
て
受
賞
に
な
っ
た
の
で
す
が
三
十
分

番
組
を
作
っ
て
く
れ
て
な
ん
と
こ
れ
を

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ワ
ー
ル
ド
で
世
界
中
に
流
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。全
国
放
送
が
二
回
、

県
内
が
一
回
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ワ
ー
ル
ド
が
一

回
と
い
う
こ
と
で
非
常
に
た
く
さ
ん
放

送
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
」
と
紹
介

さ
れ
て
講
演
に
入
っ
た
。

受
賞
歴　

・
Ｊ
Ｔ
Ｂ
交
流
文
化
賞
・

オ
ー
ラ
イ
・
ニ
ッ
ポ
ン
大
賞
・
日
本
農

業
賞
・
信
州
ブ
ラ
ン
ド
ア
ワ
ー
ド
大

賞
・
長
野
県
産
業
功
労
者
知
事
表
彰
：

観
光
部
門

（
講
演
要
旨
）

日
本
農
業
賞
：
食
の
架
け
橋
賞　

受

賞信
州
ブ
ラ
ン
ド
ア
ワ
ー
ド
大
賞
の
受
賞

第
十
九
回
信
毎
選
賞
の
受
賞

目
指
し
た
も
の
：
心
の
豊
か
さ

信
州
せ
い
し
ゅ
ん
村
の
歩
み

信
州
せ
い
し
ゅ
ん
村
の
活
動
履
歴

農
業
の
現
状

こ
れ
か
ら
の
農
業
・
農
村

サ
ー
ビ
ス
提
供
型
農
村

来
て
貰
う
に
は
農
村
全
体
を
使
う

こ
れ
か
ら
の
観
光

農
村
と
観
光
、
両
者
の
現
状

観
光
と
農
村
の
﹇
コ
ラ
ボ
条
件
﹈

求
め
ら
れ
る
農
村
の
《
新
観
光
》

せ
い
し
ゅ
ん
村
の
理
念
・
目
標

活
動
の
ス
タ
ン
ス

〈
活
動
か
ら
得
ら
れ
た
教
訓
〉

従
来
型
組
織
の
反
省

経
営
は
営
業
な
り

自
分
た
ち
を
売
り
こ
む

成
功
さ
せ
る
秘
訣

お
客
様
を
呼
ぶ
商
品

本
気
で
、
本
当
に
や
り
ま
す
か
？

覚
悟
を
決
め
ま
し
ょ
う

〈
こ
れ
か
ら
の
農
業
・
農
村
〉

私
た
ち
の
思
い
「
観
光
を
通
し
て
農
村

社
会
を
変
え
た
い
」
「
い
つ
も
全
国
モ

デ
ル
を
志
向
し
て
い
る
」
「
全
国
に
広

め
、
世
界
中
の
農
村
振
興
に
寄
与
し

た
い
」
と
い
う
の
が
私
た
ち
の
思
い
で

す
。
台
湾
に
出
向
し
た
と
き
に
、
私
の

着
る
法
被
に
は
日
本
地
図
が
背
中
に

付
い
て
い
て
、そ
れ
を
見
せ
な
が
ら
「
私

は
日
本
を
背
負
っ
て
立
っ
て
い
ま
す
」

と
話
を
し
ま
し
た
。
こ
の
く
ら
い
の
気

概
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ご
清
聴
、
ど
う
も
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
と
締
め
く

く
ら
れ
ま
し
た
。

★
平
成
二
十
七
年
十
二
月
十
五
日
㈫

協
同
サ
ー
ビ
ス
㈱
二
階
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、
第
八
回
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、

平
成
二
十
八
年
度
事
業
計
画
書
（案）
・

同
収
支
予
算
書
（案）
・
定
例
評
議
員
会

の
招
集
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
参
加
者

全
員
の
承
認
を
得
て
終
了
し
た
。

★
平
成
二
十
八
年
二
月
五
日
㈮
協
同

サ
ー
ビ
ス
㈱
二
階
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

第
九
回
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、

①
平
成
二
十
七
年
度
事
業
報
告
書
（案）

及
び
事
業
報
告
の
付
属
明
細
並
び
に

同
収
支
決
算
書
（案）
及
び
財
務
諸
表
等

を
、
監
事
に
よ
る
会
計
監
査
報
告
の

後
審
議
さ
れ
、
出
席
者
全
員
の
承
認

を
得
た
。

②
定
例
評
議
員
会
の
招
集
に
つ
い
て

　

平
成
二
十
八
年
二
月
二
十
五
日
㈭

協
同
サ
ー
ビ
ス
㈱
二
階
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、
開
催
を
可
決
承
認
。

③
そ
の
他
報
告
事
項
承
認
。

★
平
成
二
十
八
年
二
月
二
十
五
日
㈭

協
同
サ
ー
ビ
ス
㈱
二
階
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、
第
六
回
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
、

①
平
成
二
十
七
年
度
事
業
報
告
書
（案）

及
び
事
業
報
告
の
付
属
明
細
並
び
に

同
収
支
決
算
書
（案）
及
び
財
務
諸
表
等

を
、
監
事
に
よ
る
会
計
監
査
報
告
の

後
慎
重
審
議
さ
れ
、
出
席
者
全
員
の

承
認
を
得
た
。

②
そ
の
他
報
告
事
項
承
認
。

　

松
山
㈱
の
平
成
二
十
八
年
度
新
入

社
員
は
、
四
月
一
日
㈮
の
入
社
式
終

了
後
、
当
館
を
訪
れ
、
松
山
㈱
創
業

以
来
の
犂
及
び
犂
の
歴
史
を
研
修
し

た
。

開
館
日
数　
　

二
八
三
日

見
学
者
総
数　

六
六
一
人

〈
内
訳
〉

　
　

県
外
（
含
む
外
国
） 

八
五
・
三
％

　
　

東
信 

一
二
・
九
％

　
　

北
信 

一
・
八
％

日
時
・
平
成
二
十
八
年
十
月
十
四
日
㈮

場
所
・
松
山
㈱
三
階
ホ
ー
ル

講
師
・
長
野
県
林
務
部
森
林
政
策
課

　
　
　

井
出　

政
次　

氏

演
題
・ 「
み
ん
な
で
支
え
る
ふ
る
さ
と

の
森
林
づ
く
り
」

 

〜
森
林
・
林
業
か
ら
見
た

 

「
信
州
の
山
」
の
魅
力
と
恩
恵
〜

文
化
講
演
会
開
催

理
事
会
開
催

松
山
㈱
新
入
社
員
の
研
修
見
学

平
成
二
十
七
年
度
当
館
見
学
者

第
二
十
五
回
文
化
講
演
会
決
定

評
議
員
会
開
催


